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3 昭和55年

剖
年
代
秒
晶
主
、
問
費
者
は
安
全

性
白
檀
幌
、
消
費
者
主
事
説
。
梢
費

者
行
政
の
軍
現
立
ど
唖
々
な
串
唱
を

担
い
、
新
た
な
運
蜘
歩
展
開
し
て
い

ζ
っ
と
し
て
い
る
古

河
庫
代
世
半
、
補
償
者
行
政
は
、

間
賞
者
障
措
聾
酬
を
制
宥
自
恰
障

の
中
に
は
地
埴
の
壁
に
応
じ
て
、

国
の
怯
悼
の
且
刑
務
出
を
坦
克
た
、

い
わ
ゆ
る
「
ヒ
の
せ
条
例
」
「
抽
出

し
条
例
」
を
刷
起
す
る
な
E
、
梢
崎賞

者
保
鞭
の
た
め
の
揖
極
的
在
血
簡
を

摘
ず
る
と
ζ
る
も
品
勺
セ

し
か
し
、
そ
の
内
恒
に
は
、
辛
匂

に
主
あ
嗣
い
も
の
が
要
求
さ
れ
て
い

る
3
現
臣
、
都
道
府
県
段
階
官
四
十
一
、

政
令
指
定
都
南
軍
号
市
段
画
官
は

四
十
に
モ
ム
る
捕
貧
者
保
鞭
聾
酬
が

腫
行
さ
れ
、
一
門
司
捕
貨
高
行
政
は

が
出
来
な
い
つ
い

τは
君
フ
1-テ
掴
興
は
、
受
信
相
井
戸
U
M
軒
目
相
興
M
の
時
間
帯
と
か
柿
入
方
正
は
園
に

レ
ピ
月
罰
八
百
八
十
問
自
閉
宵
闇
五
で
あ
る
。
民
置
に
圃
わ
ぜ
れ
ば
、
民
よ
勺
て
車
っ
て
い
る
が
一
般
軍
属
か

二
C
円
に
し
た
い
、
予
冒
曙

a，
薗
置
は
C
M
割
だ
け
で
直
立
っ
て
い
ま
ら
は
畳
国
劇
酬
を
取
っ
て
い
な
い
と
組

合
樋
出
す
る
己
と
に
な
っ
た
の
で
す
国
民
の
惜
時
C
M
9
正
く
闘
世
下
う
G
N
H
K
も
岳
志
と
宵
う
特
蜂
陣

よ
ろ
」
ぺ
お
願
い
し
た
い
」
大
悼
以
さ
い
、
と
曹
い
た
い
所
で
あ
る
つ
。
置
で
は
民
置
を
庄
通
す
る
か
岳
し
M

K
申
よ
も
つ
な
も
の
で
あ
っ
た
と
且
ち
な
み
に
茜
国
む
ア
レ
ド
抑
秒
き
っ
へ
の
進
出
は
志
乃
な
け
れ
ば
事
り
な

い
な
ど
と
胃
う
か
も
姐
れ
な
い
か
、

民
年
2
月
叩
円
の
鴨
売
刷
刊
に
受

E

a

，「
T
-唱
E

E

p

h

.

，

、

そ
れ
で
も
民
置
と
は
融
の
少
い
水

草

噌

Z闘
い
の
広
告
が
量

拝

啓

N
H
Kさ
ま

荷

主

2
5
1も

さ
れ
た
亀
有
京
朝
日
ザ
ン
ヶ

J

E

E

-

-

〆

h

ろ
の
公
其
的
な
も
の
の
C
M
は
と
り

e
E
司

1

J

S
ほ
w
u
h
t

、1
h
』・コ

ィ
、
毎
日
帯
に
も
咽
噛
点
れ
た
事
と

r
E
L

‘UY品
肌
山
V
守
A
m
f
R
f
司
L
干
れ
戸
レ
d

上
げ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
.
そ

事
つ
の
だ
が
、
金
玄
闘
の
広
白
で
は

，

う
す
れ
ば
受
信
料
を
生
り
な
く
て
も

広

肯

鼎

も

塑

「

な

も

の

と

推

輔

さ

す

む

の

官

は

事

守

雪

ど

か

E

醒
件
特

れ
る
。

ぅ

。

睦
費
節
棋
を
削
る
な
ら
向
故
置
と
な
山
即
時
て
H
4
つ
ア
メ
リ
カ
は
眠
同
に
も
っ
と
，、
わ
し
〈
そ
の
辺
白

そ
の
内
曹
は
「
A
川
K
は
受
園田闘

も
強
力
生
自
閉
の
テ
レ
ピ
網
砂
利
用
金
て
民
躍
で
あ
る
か
ら
と
も
か
く
と
窃
怖
を
掴
葦
さ
せ
ず
ん
は
い
か
が
@
閣

だ
け
で
晴
立
勺
て
い
ま
す
。
持
冠
制
し
ず
侵
聴
者
広
辞
歩
低
戸
し
ず
お
え
し
て
イ
タ
リ
ア
、
Z
フ
ン
ス
、
ド
民
伊
吉
己
ろ
主
巨
匠
揖
昨
曹
す

包
掴
打
ち
ゃ
物
価
の
上
昇
の
た
め
唖
な
い
の
か
。
己
の
辺
に
N
H
K
の
官
イ
ッ
、
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
等
々
圃
る
究
値
制
官
あ
る
こ
と
砂
是
忘
れ
な

盤
状
況
は
躯
化
L
ζ
白
ま
季
ほ
公
置
が
伺
え
る
。
嘗
プ
レ
ピ
屈
で
は
ハ
ム
共
事
の
C
M
く
.

護
局
-
E
て
の
世
白
書
捕
す
ζ
と
一
葉
N
H
K
と
民
世
の
祭
酌
な
は
放
培
さ
れ
て
む
畿
で
あ
る
。

c
，

韓
条
例
を
、
実
行
あ
る
行
政
に
す
る

事お
に
は
ど
T

つ
し
た
ら
い
い
の
か

ま
た
、
己
の
条
例
が
、
今
臼
ゅ
よ
っ

な
不
活
鞄
な
状
m
m
に
あ
る
原
因
は
一

体
阿
な
由
か
、
聞
賞
者
の
梱
刺
型
国

の
た
め
、
間
賞
者
時
腫
提
酬
は
ど
う

あ
る
べ
き
な
の
か
‘
と
い
っ
た
己
と

定
錯
し
つ
つ
あ
手
必
フ
に
争
え
る
。

だ
が
、
そ
の
区
山
、
町
村
レ
ベ
ル
で

は
令
て
関
心
が
ヰ
ヘ
倍
竹
さ
れ
て

い
る
と
己
ろ
か
皆
開
で
も
あ
る
。

己
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
張
聞
の

貯
は
直
っ
た
も
白
の
寧
P
付
さ
れ
て
い

な
い
と
言
わ
れ
る
現
在
の
梢
費
者
保

保
理
軍
例
制
定
の
軍
最
介
鼠
阻
」
と
、

パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
y
シ
ョ
ン
の
中
で

パ
ホ
ラ
一
l
の
一
人
と
し
て
出
席
し
た

白
木
梢
置
者
搬
誼
代
費
壁
画
の
竹
内

町
.
民
の
高
宮
拍
申

ιrb，
あ
考
え

刀
を
ま
と
め

τ市た。

ー
一
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
「
特
別
講
座
」

章
プ
マ
に
、
引
目
、
間
百
揖
堂
で

行
わ
れ
た
「
田
和
五
十
四
年
度
消
費

省
間
唖
特
別
措
匝
」
(
+
+雇
'
国
民

生
晴
セ
ン
タ
)
t
l
h
梢
貨
省
保
鞭

位

71
例
剛
山
居
間
の
問
岨
巾

i
l申
中
か

ら
、
市
山
眠
都
立
大
学
法
学
部
敵国置

下
山
車
戸
氏
の
基
制
揖
嗣
「
闘
賞
者

窓
口
の
町
村
が
弱
体

住
民
運
動
を
パ
ネ
に
前
進

の
中
に
、
現
在
の
間
賃
晋
拝
政
が
間
賞

省
問
題
と
一
フ
ま
く
呼
応
何
亙
迂
い
原
因

山
教
置
は
、
そ
れ
秒
、
情
費
者
酎
開
催
胃
ζ
れ
は
一
昨
ど
う
し
た
己
と
か
と
い
う
が
晶
る
己
主
秒
借
摘
す
る
。

例
が
制
定
さ
れ
る
ま
亡
の
経
過
自
在
り
こ
と
に
な
る
理
竹
の
閉
貧
者
保
理
張
関
川
崎
回
相

方
に
問
地
が
あ
る
》
昇
析
す
る
.
そ
し
「
島
近
な
と
手
A
J

の
問
題
を
身
4
に
四
十
九
年
に
制
定
さ
れ
た
神
戸
市
民
の

て
ひ
い
て
は
、
そ
れ
が
市
町
村
レ
ベ
解
ぞ
ほ
け
れ
ば
柄
書
留
は
ま
く
ら
し
等
る
革
開
方
、
警
護

ル
の
提
例
制
定
散
が
極
め
て
少
い
所
以
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
の
で
す
」
と
下
輯
で
は
な
い
ト
、
梢
負
荷
権
利
の
確
保
に

で
あ
り
、
情
費
者
条
例
の
槽
蝿
歩
是
正
山
世
控
。

よ

勺

t

行

融

に

畠
盟
寅
諸
問
題
へ
の

て
い
〈
上
で
上主
迂
問
題
を
む
え
て
い
町
村
レ
ベ
ル
の
闘
世
者
保
開
条
例
が
ア
プ
ロ
チ
に
も
r
主
芝
居
開

k
捕

る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
指
摘
し
て
い
宙
師
な
の
に
は
、

-
つ
に
車
両
m
都
関
村

る

。

山

市

が

田

和

四

十

八

年

に

制

定

し

た

同

士

A'A崎
、
，
F
'
品
生
宝
島
匹
、
守
、

h
c
L、
古

川

問
問
説
明
m

諮
問
諮
問
刊
誌

位
匹
以

ι倒
房
治
雄
同

さ
れ
た
「
神
戸
市
民
自
眉
境
苧
寺
る
条
し
ゃ
海
軍
棚
田
虫
牛
宮
町
凶
仇
開
条
例
と
い

氏

附
」
章
七
デ
ル
に
し
て
い
る
。

c
g
う
問
朝
倉
み
の
提
聞
に
ブ
ォ
ロ
し
た

-τ
喪
主

d問
創
刊

r
ょ、

p
b
k

二

語
、
韓
告
の
保
理
に
関
す
る
拍
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
主
で
あ
る

伝

聞

l
蘭
s
t
ヵ
a
b
φ
a
y
a
』

凪

差
]
危
務
川
、
品
町
向
上
の
た
東
村
山
市
街

A
G‘
条
例
況
で

百円

め
の
耳
示
現
曜
の
明
司
時
車
物
帯
用
梢
費
者
田
容
易
産
映
さ
せ
量
あ
の
一
方
、
日
車
梢
質
者
連
盟
の
竹
内
直
と
い
う
己
と
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
の
住
民
の
曹
京
聖
と
3
上
げ
て
い
く
己

加
阻
止
の
た
め
の
過
ー
人
語
世
間
H
の
包
士
作
を
保
一
陣
Ik
a
う
と
い
う
型
孟
宮
-
代
豆
密
同
は
パ
ネ
ル

・
デ
4
ス
カ
y

山川
、
R
L
て
同
帯
の
力
な
P
降
っ
て
い
と
己
そ
可
一
E
れ
か
ら
の
間
賞
者
行
政
に

一

世
車
中
1
9
盤
り
込
ん
主
す
、
乙
で
あ
り
、
控
訴
撃
~
と
し
て
軒
っ
て
シ
ョ
ン
白
目
固
有
梢
置
者
不
在
の
中
な
い
.
E
宏
む
〈
畠
7?刀
の
ア
ン
パ
ラ
と
っ
て
必
目
安
な
己
と
で
あ
る
こ
と
全

一

れ
が
量
一
酬
の
現
逗
化
の
間
四
の
も
の
で
し
ま
う
己
と
、
ま
た
斑
車
閣
の
場
合
央
官
庁
行
政
を
厳
し
く
批
判
V

新
し
い
ン
ス
を
間
撃
す
る
の
が
持
政
で
は
な
い
E
置
県
の
世
府
調
の
例
を
あ
げ
、
曲
〈
一
各
学
腔
P
E
軒
草
宮
中
業
式
を
眠

あ
る
と
君
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
亡
こ
は
、
鞠
不
昆
、
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て
行
酷
で
あ
る
開
質
者
行
融
に
対
し
、
梢
か
。
田
者
で
あ
る
間
賞
者
の
た
め
に
汗
訴
え
た
τ

一ぇ
、
四
月
か
ら
新
入
社
圃
が
各
職
場
に

の
中
育
問
費
高
問
題
が
暗
闇
聞
阻
と
醍
止
し
た
間
賞
牛
高
を
安
定
さ
ぜ
る
た
費
者
と
L
T
d
l
抽
壇
に
お
げ
る
身
近
酷
が
手
歩
置
し
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
惜
賞
者
条
例
司
，
申
も
の
は
、
乙
れ
和

一顧
草
各
え
る
。

畳

間

a
Zっ
て
い
る
己
と
が
示
直
さ
ー
れ

R
生
直
、
町
通
信
事
量
、
な
自
躍
に
闘
で
斬
る
し
か
な
い
く
聖
禁
必
要
で
は
な
い
か
ら
、
ま
す
ま
す
取
ま
さ
れ
る
き

z一
太

署

長
F

甘
か
こ
の
望
号
た

で

い

る

定

明

確

で

君

。

公

開

し

、

g
t
g
E妻
、

重

言

語

れ

て

い

V

B

「

自

供

」

量

二

金

、
こ
の
ま
ま
で
は
モ
の

5
に
一署

員

梨

義

の

フ

レ

ッ

シ

ュ

内

「尚
費
者
問
題
が
珊
墳
時
出
と
の
闘
う
と
い
う
内
曹
申
も
の
だ
っ
た
が
、
己
る
安
全
性
少
厄
軍
制
止
に
つ
い
て
も
、
て
や
っ

τく
れ
な
い
が
、
そ
ん
な
己
と
梢
賢
者
怪
ワ
メ
ゆ
歯
が
申
く
川
品
?
っ
v
~
ろ
五
圃
壬
一
百
人
歩
掲
鮫
に
有
っ
た
車

ャ

連
幕
つ
己
と
は
、
望
者
間
聞
が
い
れ
は
地
方
公
共
団
障
の
雪
崩
商
事
政
前
問
主
J
宮
存
度
同
事
的
な
で
は
委
は
な
い
.
襲
名
行
政
構
う
.
ド
山
撃
の
述
べ
た
行
政
健

一阻
間
企
で
「
今
曹
の
新
人
世
圃
続
性

ろ
い
る
な
り
匝
、
そ
し
て
日
常
の
市
民
り
込
ん
だ
も
の
だ
勺
た
と
い
う
内
中
央
官
庁
は
£
明
れ
が
患
い
。
そ
己
に
刀
行
政
官
は
な
い
の
だ
し
、
モ
の
時
代
毘
に
昼
唖
沙
置
い
や
乍
サ
ー
ビ
ス
劃
定
歩

一よ
り
女
性
の
方
が
フ
ァ
イ
ト
門
脇
寛
て

告
か
旬
り
睡
せ
な
い
こ
と
を
量
肱
人
間
の
告
と
凶
作
と
珊
境
に
箇
擢
白
樫
っ
こ
を
つ
か
事
え
ら
れ
て
い
る
地
の
住
民
の
棄
に
す
ぐ
に
E
@
乙
と
瞳
J
し
、
間
世
話
問
題
は
身
近
な
と
乙

一い
る
」
と
い
う
品
一
祭
出
合

間
賢
者
保
理
揖
例
が
勝
記
さ
れ
て
か
し
て
い
る
訳
で
す
」
に
聞
係
し
て
い
る
両
費
者
問
地
L
問
し
方
自
拍
障
で
は
守
¥
地
岨
の
住
民
の
が
で
き
る
よ
吉
に
し
て
も
ら
い
た
い
ろ
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
」
と
い
う
胃
零

一
己
申
間
査
に
よ
る
と
1

自
動
車
理
転

ら
ト
年
以
k
も
の
同
日
が
流
れ
、
こ
の
つ
ま
り
、
人
間
生
拍
を
相
対
的
に
と
梢
貧
苦
行
政
は
一
陣
ど
由
ょ
っ
に
封
処
世
曜
を
守
る
と
い
う
盛
駒
で
U
火
9
E
V
行
政
担
当
者
は
間
費
者
の
い
う
己
竹
内
代
重
吾
同
の
「
行
肱
は
梢
誼
必
の

一免
許
歩
婦
っ

τい
る
人
が
田
子
七
四

条
例
は
、
闘
賞
者
行
政
と
而
緊
密
哩
動
ら
え
、
人
間
と
の
同
り
白
い
り
中
引
出
向
す
ベ
主
な
の
か
つ
て
ほ
し
い
J
迩
ベ
セ
と
佐
木
イ
ホ
イ
聞
い
て
い
た
の
で
は
、
サ
1
パ
ン
ト
寂
ぎ
で
あ
る
」
と
い

一%
、
女
子
二
二
%
を
は
じ
め
、
女
子
の

と
の
聞
で
、
陣
々
な
受
げ
止
努
宝
C

費
者
間
哩
を
と
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
河
空
行
政
推
進
の
お
に
、
梢
竹
内
代
幸
白
は
、
己
の
他
に
一
般
議
官
同
主
わ
れ
十
両
に
責
任
が

一つ
毒
な
童
二
の
双
方
の
訴
え
る

一中
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
罪
捜
の
語

れ
、
今
日
に
至
っ
て
は
、
問
曜
を

gA
盛
明
が
、
現
在
の
出
世
者
問
題
手
事
正
賢
者
担
叫
』
の
者
炉
、
各
部
局
内
と
関
連
的
な
問
費
者
行
曲
へ
の
要
最
を
訳
。
ふ
持
て
な
い
と
い
っ
て
型
現
を
聞
い

τく
乙
と
は
明
噌
で
品
る
梢
後
ぷ
蛙
間
町

一の
あ
る
人
が
五
九
回
.
舛
国
語
開
桶
で

家
例
と
し
て
回

f希
望
押
ん
で
て
い
く
喜
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
勺
て
い
を
持
っ
て
臨
由
霊
の
ま
あ
が
世
相

一
つ
に
述
べ
た
れ
な
い
が
、
乙
れ
が
住
民
主
者
の
間
行
〈
米
は
、
地
白
川
目
抽
体
の
違
い
か
一
は
四
回
と
、
富
所

回
開
二
十
九
年
九
月
、
鹿
削
国
品
館

I
 
l
 
l
 
--

町
戸
中
間
に
陣
盛
y〆
届
あ
や
，
街
道
帽
世
住
宅
ふ
う
な
あ
で
や
か
さ
は
な
い
。
の
大
相
揖
に
ザ
曹
一
畳
す
る
の
も
桔
掛

慣
は
嗣
怯
に
描
か
れ
て
£
、
世
L
手
掛
位
ら

'ν
か
ら
由
と
い
一一
品
、
帽
樫
そ
だ
が
、
事
丹
知
ら
な
い
過
去
由
掴
慣
を

自
も
白
か
。
そ
こ
に
は
、
軍
朴
な
中
に
臨
位
白
中
に
昆
出
し
、
江
戸
の
庶
民
白
、

ど
っ
し
り
ル
最
民
主
化
の
中
に
胆
付
い
さ
さ
や
か
な
苧
孟
竜
阻
帽
の
腕
代

時
う
と
醐
聞
と
し
十
害
。
入
口
の
樺
門
よ
う
な
長
に
な
っ
た
の
は
、
問
問
八
口
完
結
壁
、
富
豪
は
す
，
た
震
と
い
う
理
の
歴
史
の
聖
が
に
い
な
か
家
主
奇
つ
五
る
の
も

ゆ
か
ら
入
っ
て
二
断
の
属
示
室
に
向
う
晒
年
(
石
七
一
)
一
一
一
月
崩
所
か
阜
、
E
く
高
ま
っ
王
て
い
ま
す
。
い
ろ
u
w
m
F
U
れ
る
。

一

闘

で

は

な

い

き

フ

か

な

お

、

回

珊
曜
の
お
ど
り
蝿
に
崎
山
本
長
に
よ
自
に
は
、
再
酬
の

「
苗
霊
長
“
日
ん
な
血
塁
シ
ン
ポ
ジ
ュ
!
ム
は
U

F

」
の

翼

接

館

時

間

代

霊

と

一

不

器

、

肩

書

、
九
月
と
年
に

叫骨

つ
ず
括
か
れ
た
簡
睦
l

l
「
明
拍
げ
年
と
な
に
わ
や
お
き
た
」
「
玉
垣
頭
之
助
ど
己
で
も
間
両
官
す
。
し
か
し
意
世
な
っ
た
桐
井
忠
『
箆
の
個
人
旧
田
晶
を
一
一
回
交
換
語
れ
る

杭

員

票

7
U
R
見
極
ケ
白
砂
大
量
早
山
轟
之
助
取
岨
の
同
」
・
号
、
じ
が
あ
勺
E
苗
の
や
り
掛
り
の
つ

一
塁
に
、
思
E
て
の
相
慣
世
相
の
耐
円
高
揮
雲
相
揖
博
物
館
副

餌
師
二
入
場
主
開
門
取
組
」
が
師
ら
れ
、

「間

二

aと金
太
郎
相
慣
の
図
」

H
H
か
な
い
人
も
き
で
し
ょ
う
。
モ

ん

重

喜
ぐ
た
め
に
開
国
さ
れ
た
現
用
車
産
直
前

-
z
i
nc-「

醐
甲
く
も
震
の
院
に
引
き
こ
ま
れ

-一
言
宮
、

主

監

禁

ま

う
に

じ
な
人
の
E
H
H
身
近
に
あ
勺
手

配
も
、
震
の
歴
史
的
研
究
開
査
と
併
l
八
瓦
て
一
土

Q
ハ

交

号

室

開

る

い

ふ

語

ら

れ

な

い

留

が

描

か

れ

て

い

“

唖

に

毘

倒
産
げ
る
己

と

の

E

Z

行

し

て

、

努

上

霊

祭

重

厚

警

民

主

主

襲

撃

酬

宇

都

融

毒

は

、

刀

志

査

を

中

心

に

属

る

…

一

刷

所

議

院

岨

介

L

t

E

Z

E

H

O

L

E

る

パ

ス

直

前

下

削

健

闘

V

十

、

日

曲

、

一
を
什
っ
た
が
・
今

年

は

位

向

や

豊

富

完

来

、

常

議

長

り

巴

…

思

い

手

。

警

の

方

も

と

r

』

に

蝿

所

中

は

理

由

入

雪

完

だ

府

門

主

任

駒

薬

品

口

(

患

が
中
心
リ
豊
容
ま
は
じ
め
宮
山
と
白
書
と
し
て
区
内
主
制
に
…
も
こ
ん
な
a
と
い
う
所
が
あ
り
そ

“
"
が
、
白
臣
、
土

-
U
帯
円
左
未
巾
は
同
産
会
者
の
み
)
A
M
九
時

に
い
た
る
腸
川
掃
の
怯
師
た
ち
に
よ
る
は
堅
右
慣
に
晶
皿
宮
あ
の
行
事
の
日
た
ら
師
指
摘
く
だ
さ
い
年
伯
控
除
く
量
U
開
問
し
て
い
る
力
士
十
分
S
P
M
何
時
マ
十
H。
入
堀
料

嗣
位
、
中
啓
年
聞
の
士
山
い
設
附
歩
居
間
一
平
一
つ
に
も
な
っ
た
』
一

l
ii

日
じ
:
:
ラ
フ
ル
な
同
し
を
つ
け
た
現
在
の
力
上
マ
隔
料
。

相模博物館l
 
i
 
l
 

--

消費者間圃に闇わる各界から、6∞名も白書加者をむかえ行われた特sIjOl亜では、地
方自治体の骨唖の聾酔が置し〈問われたが

y 
初側，

F 

一百
年
前
の
資
料
も

寛政6牢 4月損個醐でのよ覧
程闘をの取組み勝由附

今
年
は
絵
を
中
心
に
展
示

r
小
山
積
が
与
す
、
お
む
つ
を
a
問
え
て

L
v
h
っ
て
ニ
コ
ニ
コ
内
そ
の
中
例
え
聞

と
し
て
の
一
仏
し
い
情
帽
が
・
買
わ
れ

τ行

く
の
戸
名
r
Z
恒
刺
さ
だ
げ
に
珊
び
つ

〈
司
新
し
い
唖
刷
秒
Z

売
っ
て
も
う
げ

よ
う
と
す
る
大
人
、
注
業
の
捕
時
テ

一
レ
ピ
の
P
R
一
つ
に

b
セ
れ
が
右
足
唱
z
L一

一
子
供
た
ち
を
健
叫
ん
せ
い
る
辛
つ
に
昌

国
マ
博
樹
間
(
点
閉
上
野
公
園
)

一
え
て
な
ら
由
そ
し
て
N

陣
聞
の
劣
世

は
止
円
8
日

'A角
お
円
、
「
点
+
〈
寺
一

一
化
a
は
肉
陣
だ
け
の
己
と
で
は
な
い

血
」
を
盟
す
る
。
東
大
寺
大
仏
障
は

一

一

揖
開
府
空
ハ
ヵ
凶
の
五
の
皿
金
立

昭
和
四
十
九
年
以
来
一
一

τ九
憶
も
の
邑

一

t

一
日
ぷ
の
チ
棋
の
自
由
不
足
、
現
や
先
生

貨
車
じ
て
人
陣
理
説
げ
ら
れ
E
一
な
と

bか
り
あ
南
玉
幸
帯
主
主
持
代
自
主
義
は
ド
長
一
に
対
す
る
問
輯
の
曙
さ
が
浮
毒
り
に

た
が

f
'も
や
っ
と
完
明

F月
に
は
一
車
融
品
予
が
出
品
点
れ
る
1
な
出
一
盆
時
代
目
直
撃
九
十
一
丸
所
位
(
閣
誕
と
一
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
、
い
つ
か
ら
、
ど

H

出

た

ぐ

草

曜

供

震

が

行

わ

れ

る

己

一

品

宇

内

る

4

1

3

一

巻

物

〉

一

こ

か

中

|

手

起

れ

に

な

ら

由

間

に

人

れ
を
記
念
し
て
今
回
の
「
車
全
元
国
」
一

O
一
帯
剖
一
直
跡
は
世
世
桂
(
火
曜
武
、
帯
山
巴
は
一
人
自
身
が
H
ら
に
聞
い
目
さ
ね
ば
事
り

が
計
幽
さ
れ
だ
門
外
交
出
宝
章
一
法
草
木
章
空
襲
警
の
中
毒
ゃ
一
じ
め
寺
実
平
喜
重
量
閉
一
-
な
い
同
度
で
や
|
。

岨
仏
も
出
陣
さ
れ
、
臨
剖
・
位
副
・
エ
一
誕
生
E
R
組
仏
、
今
月
t
b
A
膚
児
必
門
な
ど
一
の
制
低
金
子
軍
艦
唖
や
瞳
企
居
間
の
唱
団
一

芸
品
・
必
餌
・
占
宜
置
な
ど
言
問
4
点
一
帯
且
帥
代
の
も
の
=
来
人
号
の
聞
皇
民
一
の
興
開
園
1
1各
時
代
の
作
品
が
並
一

が

受

理

大

寺

の

義

代

に

わ

若

一

帯

権

(

半

官

、

在

)

な

ど

人

仏

一

ぷ

一

置
れ
た
雨
置
の
駄
々
は
、
そ
の
ま
ま
口
一
一
聞
に
噛
か
り
の
上
人
醐
一
ニ
悼
悔
、
門
外
一
o
T
令
官
三
一

本
仏
敏
夫
耐
曳
と
い
う
べ
占
も
の
有
一
不
出
雪
辱
栗
山
手
十
間
百
u
.
世
栗
山
一
u
J
初
白
人
仏
匝
・
金
豆
剛
止
の
怯
の
摘
一

観
世
間
、
内
申
刊
か
っ

τ内
ら
れ
な
か
っ
た
一
作
に
な
る
前
幹
世
相
米
や
地
誓
甚
な
一
狸
一
時
人
仏
障
の
盆
嗣
八
角
南
炉
の
火
一

も
の
で
あ
る
一
ど
、
こ
の
陀
量
ぜ
な
い
品
品
が
る
名
一
同
の
町
、
悪
霊
Z
世
帯
、

ι筆
一

ま
た
、
宮
内
H
の
配
宅
正
倉
院
一
う
叶

加

盟
な
ど
古
か
ら
平
安
「
あ
け
て
の

宝
物
の
中
か
ら
、
東
大
今
大
仏
閣
眼
A

M

O

U

日

由

や

曹

抽

散

々

の

料

品

が

あ

る

(
新
井
田
)

世
き
桶
中
心
に
考
え
る
て
左
示
法
制
民
運
動
な
の
有
住
民
に
者
暗
室
♂

上
に
と
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
占
そ
?
亨
l
ピ
ス
且
定
の
瞳
呉
セ
ン
タ

し
て
己
申
己
と
が
混
在
の
梢
賢
者
聞
の
増
融
専
、
国
の
サ
l
ピ
式
行
政
の
瞳

闇
秒
是
正
る
筆
画
と
な
っ
た
と
宮
え
る
。
立
を
襲
忠
則
仁
符
一
つ
己
と
に
よ
っ

t

梢
費
者
牛
車
惜
の
条
例
に
酎
し
、
情
園

地

方
自
拍
障
の
梢
賢
明
聾
倒
の
ふ
る
わ

曹
行
政
は
い
よ
い

ιノ
ラ
イ
ミ
ア
一
ド
な
い
原
因
も
解
尚
さ
ー
れ
る
の
で
は
な
い

ク
タ
の
世
割
義

苦

れ

壱
ふ
う
に
P
奇
品
。

な
っ
て
主
て
い
る
P

そ
L
て
嗣
剛
の
な

い
情
費
者
条
例
に
不
可
欠
な
も
の
は
住

女性の方が燃えてる
フレッシュ、社員の意識調査

半数以上、生涯働くや

生きた仏教美術史
「東大寺展」

大修理の落慶記念

国立博物館が

た
一
方
、
出
世
に
封
し
主

1
一
掃
の

田
子
が
蝿
長
以
上
、
部
長
以
上
は
五
三

%
と
な
っ
て
お
り
‘
女
子
は
九
八
封

が
師
長
以
上
歩
調
字
ん
で
お
り
、
昨
耳
目

四
・
六
%
に
比
べ
る
と
大
き
〈
上
昇
、

女
子
の
菅
田
誠
を
目
指
そ
う
と
い
う
量

量
が
高
ま
っ
た
乙
と
が
わ
か
る
.

こ
の
間
査
で
は
、
乙
白
地
に
ピ
ジ
ホ

τ

ス
吐
A
M
の
，
眠
圃
酬
'
は
「
慣
性
」
で

あ
る
と
寄
え
た
安
世
は
二
九
回
、
ち
な

み
r揖
子
は
二
四
回
。
ま
た
、
同
朗
自

問
子
の
E
三
%
が
「
安
世
が
仕
由
宇
章
ず

る
の
は
嗣
輔
す
る
か
芋
ρ
E
が
者
主
る

ま
で
」
少
か
な
り
陣
守
的
な
考
え
方
を

持
勺
て
い
る
の
に
対
し
、
半
世
以
上
回

女
性
が
写
躍
仕
事
珍
待
ち
た
い
」

答
え
て
お
り
、
明
占

い
聖
干
し
て
い
る
.

合
*
*

己
申
ま
ま
で

内
川
U
J

は
日
↑
士
山
手
会
当
時

-
M
m
-

大
人
た
ち
勾
r
主
aepLV

-ι
「

-

も
ダ
メ
に
害
れ
て
し
妻
J

-
0・
v-
の
t
は
な
い
か
.
M
年
度

一
川
/
-

の
豆
一
師
向
の
醐
貨
で
は
、

一
何
回
明
-

島
E
R
・
陣
亜
・
胸
囲
シ
惜

f
f
i
L

び
ゅ
よ
い
か
〈
ム
シ
歯
で

近
間
〉
と
い
う
日
ぷ
型
必
阿
世
犀
閣
が
す

プ
か
り
定
潰
し
だ
小
学
生
九
四
・
八

%
高
世
生
九
豆
九
回
が
ム
シ
醐
判
、

高
校
生
の
近
眼
も
恒
町
ふ
え
続
け
ず
、

去
庫
は
つ
い
に
通
学
散
歩
奨
置
、
商
用

の
女
子
高
世
生
に
至
っ
て
佳
ハ
四
%
強

と
あ
る
L

学
腔
食
事
研
究
虫
の
ア
ン
ケ

ー
ト
官
は
、
小
学
慣
の
四
人
に
一
人
が

恒
郎
が
ち
、
E
人
に
↓
人
が
ド
刷
ぎ
み
.

つ
ま
り
学
散
は
お
胆
が
置
明
、
「
イ
ラ

イ
ラ
」
「
不
眠
」
秒
訴
え
て
い
る
.

合
*
*

日
本
大
川
γ
の
出
村
豊
幸
蛇
慣

が
酎
円
新
聞
£
者
の
薗
聞
に
寄
え
や
J
a
E

話
の
う
ち
‘
ぶ
曲
で
は
な
い
が
択
の
子

臥
た
ち
の
臨
置
に
閣
ず
る
桐
摘
を
読
ん

官
リ
ヅ
餌
と
し
た
。

「

ま
っ
す
ぐ

に
造
れ
な
い
、
木
立
り
刑
判
主
な
い

こ
う
し
た
体
置
の
揖
化
は
す
べ
て

視
が
砂
槽
リ
ン
酷
秒
尋
量
に
念
行
前

食
、
お
襲
子
、
ジ
ュ
ー
ス
、
闘
世
融
制
軒

U
A
也
管
骨
酬
阻
に
与
え
?
申
い
」
。
陣
内

の
カ
ル
シ
ウ
ム

歩沼市輔
の
帯
性
中
和

で
泊
託
し
た
十
あ
の
『
明
カ
ル
シ
ウ
ム

症
』
官
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
足
り
な
い
値

は
全
身
に
提
出
9
侍
っ
て
い
る
に
事
し

い
。
平
均
的
な
ま
金
の
白
官
は
五
1
六

世
白
下
で
円
に
角
砂
閣
一
個
(
六
4
)

だ
が
、
か
ん
7
z
l
ス
一
ふ
に
は
ニ
O

う
戸
、
、
と
思
勺

か
ん
だ

*-R合

お
も
6
し
岨
叩
情
な
る
も
の

が
舟
れ
て
い
る
.
お
シ
ッ
コ
が
下
ド
し

み
乙
ん
で
赤
ち
ゃ
ん
m
y
膚
が
捕
れ
な
い

お
ム
ツ
が
売
り
出
さ
れ
て
い
る
歩
ち

ゃ
ん
が
モ
長
す
る
園
初
桂
、
一
も
っ

眠生相組仏立晦

{新登場}サンワ年金型預金

サンワ年金型預金。お母さんがりく6
お
子
さ
ま
の
成
長
ぷ
り
に
は
、
い
つ
も

驚
か
さ
れ
ま
す
ね
。
教
育
資
金
の
単

備
は
お
す
す
み
で
す
か
。
そ
の
と
き
に

な
っ
て
か
ら
で
は
間
に
合
い
・
ま
せ
ん
。

お
子
さ
ま
が
小
・
中
学
生
の
と
き
か

ら
、
大
学
ま

で

の

教

育

資

金

の

準

備

を
ス
タ
ー
ト
な
さ
い
ま
せ
ん
た
サ
ン

ワ
年
金
型
預
金
は
、
積
立
預
金
の
気

軽
き
に
‘
定
期
預
金
の
有
利
き
と
年

令
あ
楽
し
み
を
プ
ラ
ス
。
一
度
、
手
続

き
を
な
さ
る
だ
け
で
、
ご
指
定
の
預
金

口
座
か
ら
自
動
的

r積
立
て
ま
す
句
お

預
入
れ
期
間
終
了
後
、
ま
た
は
一
定
期

間
措
置
い
た
あ
と
、
お
受
取
り
は

3
か

月

ご

t
の
年
金
タ
イ
プ
で
す
勺

時一←一一+一一←一一牌

i ~宣五五2開
小.""奪 司p，.椴入当..堂入傘

.育英写会として貯える倒包
12匁 :，・..

zf車内ームム一一一-1語胆γ 君臨同
小"械入'" n綬λ零 縄線入，. "孝λヨ. "..開. ". 
【，主】"剤入国t:.J:.，て受耳障絡.が，小震わ勾.，九 S位、二の表"昭和55隼3月10回現在，，"司障で針.Lt:衝で今後
金利の変動に""わる場合む~町.，九

てしか、金

&

持
四
，
る

盲

胃

え

・
許

毎
月
の
積
立
鎖
、
積
立
期
間
、
措
置
期

間
守
&
受
取
期
間
の
設
計
は
自
由
。

お
子
ち
ま
の
将
来
に
兄
令
っ

rナ
ラ
ン

を
お
選
び
に
な
手
ι、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
育

英
年
金
を
つ
く
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
@

・

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
な
E
〈
わ
し
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
如
意
し
ま
し
た
。
お
近
〈

の
サ
ン
ワ
で
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

ぬ
三
和
銀
行



乙
の
量
白
書
の
底
冊
に
は
、
「
時
用
&
己
の
彊
白
・
9
旬
、
政
府
は
ど
一
つ
受
け
に
入
っ
た
と
い
え
よ
う
。

有
用
作
山
圃」
が
唖
薗
く
副
理
っ
て
い
る
・
と
め
た
か
・
日
本
手
つ
あ
摘
A
M
が
、
-
九
一

「戸
ま
っ
て
一
生
睡
命
耐
え
畳
さ
れ

「あ
れ
ば
型
宇
し
い
」
少
量
え
る
だ
矢
田
)
に
桔
安
れ
、
る
つ
あ

る
障
室
」
「
位
間
開
反
証
革
か
け
け
官
、
震
が
事
L

る
た
め
の
予
揮
措
必
顧
問
主
み
が
見
ぜ
抽
め
て

な
い
圃
曹
者
」
の
型
顕
で
あ
る
。

置
も
ぜ
ず
、
4
L
、
時
且
間
に
合
わ
な
い
が
、
-
九
三
O
厚
代
「
え
り
、
日

し
か
し
‘
障
害
者
は
同
白
世
に
主
と
L
t
事
蝿
酷
の
免
臨
や
事
の
協
は
職
事
へ
白
遣
に
担
勺
"
を
つ

た
な
い
基
お
や
つ
か
い
者
で
あ
る
と
且
剛
を
つ
〈
る
有
句
闘
で
あ
っ
九
く
。

い
う
見
方
か
ら
比
べ
れ
時
自
ら
の
力
+
A
E
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
世
申
中
、
世
融
問
膏
単
品
が
盲
-
A
K
J
鬼
明

者
主
泊
す
る
こ
と
を
王
世
」
L
い
る
点
闘
を
中
心
と
す
る
理
舶
の
慌
蝿
も
あ
勺
轟
砧
制
ゆ
醤
申
し
て

h
予
震
計

に
品
い
ず
、
は
吾
か
に
堪
揖
的
で
あ
る
て
二
九
二
一
ニ
犀
(
大
土
一
)
に
面
し
て

h
摂
知
ら
由
聞
を
さ
れ
二

古
向
+
A
四
郎
氏
9
Z
T
U
と
し
、
父
由
、
て
い
る
.
臼
木
で
も
、
百
事
。
フ
の
-
と
い
え
る
わ
け
だ
が
、
さ
官
「
無
問
中
控
E
E
単
位
令
」
が
公
布
さ
れ
、
迫
田
一
年
〈
国
士
ハ
)
の
盟
雇

普
通
の
夜
、
手
つ
あ
者
の
公
害
壁
削
っ
て
障
害
者
欄
用
車
じ
て
有
両
用
語
」
の
聞
電
(
君

臨
と
い

府
県
立
四
の
措
置

量

ま

う
た
わ
れ
中
古
は
議
ふ
れ
ら
れ
ず
、
一

白

埼

「

原

型

国

唖

院

」

が

削

晶

さ

れ

用

と

な

ま

う

に

」

で

あ

っ

匂

う

阻

雲

持

ち

な

が

ら

も

進

歩

惜

の

あ

セ

申

告

捷

品

主

お

の

様

相

た
白
は
盟
十
手
。

国

E

ザ

ほ

ど

E

富

般

に

は

、
日
露
闘
争
と
摘
一
る
.
g
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
身

・

2

3

J

教

育

に

取

り

相

ん

で

安

定

医

大

世

田

輔

副

を

E

L

、

人

陸

へ
進

本
t
は
、
闘
争
の
世
に
立
た
ι

雪

ど

か

.

出

」

雪

と

す

る

用

車

の

単

向

山

川

ろ

人

間

岨

い

さ

れ

な

か

っ

九

一

八

七

一

年

(

明

回

)

工

笠

匝

の

山

う

教

育

に

も

噛

〈

働

い

て

か

る

ζ
と
は
広
晶
の
辛
誼
駅
圃
の
開
日

尾

薗

二

か

ら

、

政

府

に

種

目

・

が

揖

出

見

逃

せ

な

い

か

、

と

も

あ

れ

、

民

間

位

さ
れ
セ
モ
由
内
容
は

「丙
搾
茜
園

田

再

の

争

つ

一

草
胃
か
p

巌
府
も
ぷ
腰
を
入

障

曹

遍

は

学

品

目

敵

宵

砂

曇

け

て

自

立

し

れ

曲

め

た

f

」

と

に

よ

り

、

新

た

な

段

階

3
 お

産
の
学
校

-九
八
円
単

モ
己
か
ら
大
き
な
ポ
w末
以

H
聞
ら
け
‘
聞
る
い
日
ざ
し
が
さ
し
抽
め
る
そ

ん
な
嗣
時
を
わ

T
か
で
も
持
っ
て
い
な
か
っ
?
与
フ
吟
'
与
し
フ
タ
を
開
口
τ
宮
少
何

年
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
間
園
を
吊
さ
z
ず
り
、
そ
れ
に
付
随
し
た
公
持
制
金
の
値
上
げ
、
物
価
高

が
目
白
押

ι.いっ
た
い
回
犀
白
脅
し
ゅ
世
X
J
な
る
坦
か
と
い
う
不
安
は
つ
由
る
ば
か
り
。

申
野
闘
賞
者
揖
直
は
「
曲
草
代
の
〈
や
し
砂
場
え
吾
一
宮
プ
1
マ
に
紀
平
悌
子
さ
ん
(
前
日

本
輔
人
商
植
者
同
盟
畠
町
民
)
の
掴
掴
歩
得
っ
た
。

紀
平
辛
ん
は
人
間
炉
、
人
間
ら
」
、
生
き
る
乙
と
は
す
べ
ず
治
責
煮
問
題
と
い
う
広
い
視

野
申
上
に
た
ち

「エ
ネ
ル
ギ
ー
」
「食
軒
」
「
高
齢
化
吐
A
F
」
を
人
事
な
桂
ル
ヒ
モ
、
回
年
代

に
柵
た
わ
る
出
岨
点
忘
れ
わ
れ
間
費
者
安
吉
方
参
に
つ
い
て
理
由
し
、
一人
-
人
の
白

幽
児
島
吾
行
動
が
明
る
い
朗
年
代
に
す
る
圃
で
あ
る
己
と
宮
市
置
し
セ

大
E
9
苓
罰
的
に
斬
勺
て
い
る
の
古

毛
と
、
い
う
己
と
ほ
円
ぶ
が
ア
メ
リ

カ
の
日
「
主
ま
由
乙
と
を
す
る
と
‘
食

卓
か
ら
し
ょ
う
油
、
ミ
Y
が
い
つ
悶
え

る
か
釦
か
ら
な
い
と
い
お
轟
怖
企
画
設

慣
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
人
聞

は
自
の
附
に
窃
か
起
き
な
い
と
実
串
が

白
か
な
い
が
、
今
か
戸
坦
亨
え
て
晶
か
な

け
れ
ば
な
F
り
な
い
問
聞
で
は
な
か
A
K
J

か
.
そ
れ
な
ら
日
本
に
は
米
炉
開
山
あ

る
の
で
.
米
歩
量
え
ば
い
い
と
い
う
人

が
い
る
が
.
日
本
人
と
同
一え
μ
E
誕
の

薗
が
少
な
〈
な
る
こ
と
古
あ
り
、
金
か
み
で
往
左
巴
れ
る
白
け
は
な
い
し
、
そ

な
く
な
れ
ば
圏
内
四
駒
山
川
売
れ
ず
に
デ
白
米
に
聞
し
て
も
、
虫
記
者
米
価
と
問

7
レ
に
4
L
晒
笥
ガ
ス
担
金
が
高
費
者
米
価
の
迫
子
ヤ
秒
p
v
フ
僻
訳
す
る

〈
な
っ
て
イ
ン
フ
レ
が
届
乙
る
。
己
申
か
と
い
う
こ
と
が
大
政
情
問
題
と
な
勺

よ
t
つ
に
イ
ン
フ
レ
事
デ
フ
レ
が
日
本
の
て
い
る
杭
喝
毎
年
、
生
亜
者
と
刑
質

問
費
者
を
ハ
サ
ミ
打
ち
に
し
、
佳
彦
』
者
が
「
上
げ
司
」
「
k
げ
て
叶
歯
る
」

ン
タ
す
る
格
肝
が
ム
宣
年
度
々
も
の
踊
り
垣
L
.
米
に
闘
し
主
国
7

つ
な
ら
ー

日
本
の
食
岨
政
聞
は
ナ
シ
と
い
っ
て
も

〈
食

樋

問

題

〉
坦
固
で
は
な
い
。
食
べ
吻
均
し
て
も

の
今
債
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
凪
子
力
「
桶
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
‘
す
ぐ
也
大
主
〈
心
配
し
な
け
れ
ば
事
り
な
い
の

る
」
と
尭
存
し
て
い
る
か
ら
‘
首
相
の
の
駒
田
に
も
昨
'
し
τ
ミ
今
年
目
白
は
、
食
料
同
総
門
足
で
童
棄
が
田
年
で
す
.

措
置
は
な
か
っ
た
が
、
口
ぶ
の
エ
ネ
ル
大

mガ
ス
‘
電
気
軒
企
の
岨
上
げ
が
そ
閉
ま
で
あ
っ
た
が
、
今
は
人
一一
旦
t
い
う

紀
平
さ
ん
の
略
歴

昨
年
、
車
用
者
汗
わ
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
ギ
1
却
は
邸
主
μ
に
向
い
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
の
政
府
は
亙
五
年
度
目
梢
費
と
約
九
六
%
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
闘
相
て
十
五
年
、
市
川
師
陣
民
が
虫

の
主
面
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
間
岨
で
あ
司
か
才
曲
さ
れ
た
と
一一
直
っ
て
い
い
の
官
は

者
物
師

t
再
生
ケ
四
%
に
お
さ
え
る
に
踊
っ
て
い
る
状
哩
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
E
に
檀
掃
し
た
日
本
有
植
者
同
盟
拶
聾

た
1

日
ぶ
の
政
府
は
乙
の
時
ど
つ
い
う
な
か
ろ
う
か
原
子
山
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
と
孟
っ
て
い
る
が
.
民
間
で
は
そ
っ
廿
ソ
ン
と
い
う
か
、
肉
食
入
園
の
時
長
だ
局
に
入
り
、
婦
人
理
駒
政
拍
宮
晶
理

コ
メ
ン
ト
を
し
た
す
開
ド
イ
ツ
績
唱
に
か
た
議
場
内
陸
、
物
第
十
も
の
で
は
長
八
九
%
、
今
の
状
と
忠
一
つ
が
外
交
の
や
り
ぷ
非
常
に
き
勘
在
宅
市
川
氏
空
軍
霊
」

字
カ
宅
ア
メ
リ
カ
は
回
f
力
と
同
時
の
間
岨
が
レ
八
書
〈
昨
笹
し
ず
ど
る
己
と
肘
t
は
も
っ

ι卜
が
る
戸
事
フ
と
暗
い
つ
い
山
え
ば
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
聞
を
先
田
に
立
っ
て
推
考
同
盟
の
置
口
正

に
太
陽
剖
や
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
考
え
は
君
う
ま
で
も
な
い
見
通
し
に
な
っ
て
い
る

mq.
石
油
閣
が
オ
リ
ン
ピ
γ
ク
に
曹
、
4
つ
に
窃
湾
同
長
か
ら
企
長
を
酷
任
、
現
在
は

る
と
係
用
簡
を
打
ち
附
し
た
が
、
日
本
例
え
ば
、
A
1
H
本
町
右
冊
目
九
九
%
の
同
開
価
格
が
ム
ハ
%
削
k
が
り
し
合
こ
?
雪
に
乱
戸
の
敵
秒
』
長
崎
で
川
つ
政
由
啓
措
週
酌
吾
叫
何
回
.
米
国
柄
拘
の

は
何
の
コ
メ
ノ
ト
も
な
か
っ
た
と
叫
は
外
国
に
刷
っ
て
い
る
が
、
石
油
の
凶
そ
れ
戸
ほ
H
本
の
企
が
七
油
産
相
同
に
的
外
交
を
す
る
ア
メ
リ
カ
に
、
日
ふ
人
削
主
主
ノ
メ
リ
カ
λ
配
過
が
視
棋
買

う
。
サ
ミ
ッ
ト
が
胎
ま
る
一
泡
開
閉
に
、
静
崎
栴
の
陣
上
が
り
‘
あ
る
い
は
制
血
多
〈
琉
れ
て
い
く
こ
と
は
い
う
ま
で
も
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ミ
ソ
、
車
問
出
公
寓
居
間
同
、
同
位
畠
教
門
灸
岡

山
由
民
ず
い
間
四
政
府
調
査
員
い
が

「
日
ぶ
を
加
え
が
繭
出
な
ど
‘
霊
園
の
外
交
な
い
。
と
い
う
己
と
は
U
本
の
中
の
通
し
よ
う
抽
、
一日
明
ほ
ど
の
原
胞
で
卓
る
昔
、
田
岡
県
出
身
、
塑
心
夕
子
大。

と
.
E
t
七
五
ハ
人
竺
人
の
老
人
り
返
る
キ
|
望
者
団
体
が
通
崖
己
品

Pずは
借
用
空
き
な
い
己
あ
セ
ス
メ
ン
ト
証
ゐ
政
府
と
閣
百
間
四
の
き
た
よ
う
に
山
U

う
.
そ
の
中
古
間
賞
者

を
見
て
い
る
が
、
一
一
O
骨
世
に
な
る
と
円
、
組
問
命
画
庁
へ

「
石
油
の
醐
置
は
情
報
を
も
っ
と
弔
〈
知
ら
せ
て
酷
し
い
車
取
引
き
(
公
宙
楠
慣
世
秒
極
相
す
る
は
、
ど
の
亭
つ
な
市
長
室

2
3t圭

四
六
人
に

一
人
の
割
に
な
っ
て
く
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
」
を
聞
き
に
行
つ

少
援
時
L
お
願
い
し
な
け
れ
ば
と
か
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
寅
唱
す
る
4
っ
た
か
、
開
年
代
白
問
調
に
出
り
返
司
て

回
語
高
齢
化
基
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
い
う
己
主
一
般
の
人
た
ち
の
た
ら
返
若
し
j

翌
年
一
円
に
新
聞
で
い
一
つ
こ
と
手
。

担
調
)
の
車
党
桂
筒
巡
の
M
財
宝
み
る
ぜ
曹
が
あ
る
と
単
つ

る
出
制
丘
三
年
の
半
均
#
由
は
‘
関
空
杭
が
そ
れ
戸
ほ
汚
し
く
な
る
と
と
を
知
っ
た
こ
と
だ
が
、
例
犀
よ
り
多
く
の
今
回
は
包
エ
木
ル
ギ
を
圃
っ
て
い
で
、
今
国
会
は
棚
田
だ
と
地
っ
，

m賞
、
ま
た
、
今
年
の
梢
担
者
血
耐
の
目
玉

性
白
4
7
九
七
閥
、
タ
性
V
M
ハ
-
一
ニ
三
捜
し
て
い
ま
す
。
老
人
の
中
に
は
出
石
油
が
あ
っ
た
と
い
う
己
と
。
大
阪
の
る
。
今
さ
ら
耳
わ
れ
ヰ
く
と
も
曹
引
に
問
十
八
悼
の
れ
掴
パ
ニ
ッ
ク
を
埋
L
し
に
な
今
て
い
る
自
は
寝
八
街
制
挺
」

間
U
本
主
ハ
五
揖
以
上
白
人
U
が
七
棋
聖
必
要
介
干
る
人
も
岡
山
い
る
し
ト
イ
レ
ッ
ト
ベ
l
J門
l
m
Z
H
が
届
き
た
も
曹
、
乙
ly
た
し
、
志
向
酬
は
A
孟
に
も
て
、
田
崎
両
由
対
簡
は
予
幹
的
に
も
火
刑
、
私
た
ち
-
人
守
人
も
が
戸
成
府
、

九
%
(
浮
に
調
書
品
閉
め
そ
の
埠
刷
け
る
側
の
人
た
ち

h
い
ろ
い
ろ
な
時
、
『
宮
田
中
目
相
は
議
案
離
や
っ
τ
い
る
o
E
ネ
ル
ッ
ク
苦
も
闘
に
ふ
ち
τ
き
て
い
る
量
よ
り
ま
量
の
一
ト
し
τ
A
a
雪
持
ち
、

昭
ハ
伝
暗

u
kの
人
U
が
七
九
%
)
円
砲
に
副
さ
れ
て
、
闘
い
て
は
い
る
が
H
H
H
H
H
H
H
H
』
ず
企
業
団
置
が
先
に
と
い
う
や
り
方
う
の
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
円
叶
の

か
ら
阿
喜
に
な
る
の
に
問
主
事
市
の
み
の
判
躍
で
は
な
か
る
つ

2

・

P
「

=
だ
め
市
、
盟
主
り
返
っ
z
t
行
舶
の
中
か
ら
真
の
盟
零
か
ん
で

か

人
々
に
伝
え
ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な

「お
匿
の
章
世
」者
知
り
合
っ
た

い
と
い
会
開
窓
か
ら
文
字
通
り

「お
タ
性
同
土
が
手
を
つ
な
い
官
一山
聞の

崖
の
喰
誓
と
い
う
ぷ
秒
作
っ
令
本
宝
元
理
し
た
の
は
『
器
包
に
出

匝
女
予
五
は
本
を
逼
L
t
女
性
置
が
曜
だ
っ
た
か
ら
令
、
は
な
い
a
生

の
産
一
む
暗
力
を
鯛
料
レ
丈
制
学
や
市
必
生
田
罰
情
ら
し
さ
歩
轟
を
も
っ

議
だ
は
に
明
る
現
代
の
病
院
出
鹿
ず
怠
る
・
-一
番
孔
言
ん
の
出
事

に
蝿
間
歩
抗
世
げ
か
け

.-wも
勺
と
主
調
に
感
謝
、
車
酌
さ
ぜ
ら
れ
た
か
ら

「
お
E
」
に
間
遅
し
奈
は
、
己
僚
に
車
も
う
工
砕
び
か
け
て
い
こ
そ
で
号
雪
。

れ
ま
者
藍
多
〈
出
さ
れ
て
い
る
も
の
る
.

ア

そ
れ
秒
諮
っ
て
い
る
の
が
、
憧
半

-a

」

の
、
内
面
白
ほ
宇
世
は
、
眠
掘
を
己
四
草
に
は
「
私
た
ち
が
削
勺
た
革
介
さ
れ
て
い
る
悼
馳
圭
ハ
十
四

笹
ニ
者
的
に
長
。
え
て
い
る
も
の
が

三
藤
一
フ
マ
i
ズ
世
」
と
い
う
副
岨
が
人
の
予
記
。
ζ
れ
は
三
議
助
麗
事
、

多
ミ
出
庫
砂
歳
近
に
ひ
か
え
た
タ
性
つ
げ
ら
れ
τ
い
る
が
、
ラ
マ
1
ズ
法
出
睦
を
あ
五
た
+
大
婦
た
ち
が
生
命
の

た
ち
に
と
っ
丈
阿
に
か
大
事
与
も
と
い
う
の
は
陣
輔
の
者
'
昆
暑
繭
式
品
生
に
串
劃
し
て
ベ
ン
を

ι』ず
に

φ
を
H
み
落
存
レ
た
暫
足
り
な
さ
を
岬
唖
に
よ

3t長
ら
げ
る
方
法
で
、
は
い
や
れ
な
い
信
博
ち
で
踊
っ
た

居
正
C
ぜ
て
い
た
.

「お
置
ノ
ー
と

し
か
皇
国
年
、

伝

主

W

J

る
Z

』

っ

と

か
産
枠
し
た
も

多
く
の
タ
性
が
旺

3
H
E
J
t
d
』
J
F
U
-
-
4
4
・
寸

の
板
、
己
の
喜

昭
・
出

罰

し

て

い

陪

る

弘「
お
に
・
い

る
に
も
か
か
わ
&

体

験

者

の

手

記

も

感

動

的

た
も
の
で
は
示

ず

、

な

ぜ

か

庫

融

戸

ほ

に

「

一

一

訴

さ

智
弁
名
が
中
也
と
な
っ
τ
出
直
者
掴
「
お
開
泊
晶
子
匝
」
官
は
、
長
い
聞
か
ん
、
あ
り
が
キ
つ
」
と
い
む
つ
甫
繋
が

っ
た
ぷ
は
世
な
い
。

け

イ

串
哩
し
て
き
た
立
川
市
町
助
産
問
者
に
も
世
く
軍
い
ず
ξ
る

さ
る
こ
円
一
-
十
円
時
て
「
お
亜
の
陥
三
海
礼
チ
さ
ん
が
そ
の
桂
融
を
「
宏
ず
る
よ
り
直
む
が
官
と
と

学
匠
」
砂
掲
載
陸
、
多
く
の
訓
話
か
ら
生
や
し
て
栴
噂
す
る
と
シ
E
に
、
↑
人
広
人
日
身
刑
日
分
の
出
産
を
つ
主
量

民
圃
曹
が
笥
ぜ
岳
れ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
立
晶
い
の
出
胃
章
世
唱
し
て
い
る
L
f
L
辛
う
山
崎
白
か
あ
る
が
、
己
の

「お
E
の
学
恒
」
の
畳
輯
皇
た
J
D
M
川
本
の
附
半
は

「
布
置
の
学
世
」
の
本
は
タ
特
に

謡
音
世
M

の
支
p
足、

モ
の
眠
動
的
な
悼
輯
を
よ
り
多
〈
の
鵬
再
開
内
容
伊
そ
の
ま
圭
γ
1
プ
か
ら
と
、
そ
し
て
明
日
聖
守
え
る
と
と
も

同
帽
に
代
え
て
鍛
ぜ
て
お
り
.
u
h
q
に
、
出
産
を
火
性
の
手
に
取
り
戻
す

ん
ラ
マ
l
ズ
式
呼
岨
世
田
宿
望
x
z
d
嘗
件
歩
趣
長
吾
、
己
れ
ま
で
に

ま
れ
て
い
る
醐
刊
を
昨
く
す
る
た
な
い
人
間
肱
亭
や
れ
る

d
Fの

め
に
H
常
在
伝
記
行
う
体
掛
も
H
V
真
木
で
あ
る

人
り
で
説
明
さ
れ
て
お
り
、
半
世
阿
〔
お
聞
の
中
間
嗣
出
安
副
会
嗣

容
を
一
人
で
も
多
く
の
反
性
に
知
勺
埼
行
所

n
o
c出
版
描
H魚
沼
部

て
も
ら
お
う
と
い
う
配
慮
が
に
F
内
新
宿
区
-
九
六

E
L
T一一=一

出

τ

い

る

丘

四

l

一

一

冗

四

J

z 

z 

><""'，.".."白'，，"""'.
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イ
ン
フ
レ
、

デ
フ
レ

そ
の
往
復
、
ビ
ン
タ
が

〈
エ

ネ

ル

ギ

ー
問

題

〉

〈
官
同
齢
化
社
会

問

題
〉

合
成
洗
剤
の
追
放
を

会君子 f、議n-}'J，胃

摘
浜
の
主
婦
グ
ル
ー
プ

初
の
条
例
制
定
へ
直
接
請
求

国釜を

-E帽
の
花
障
に
苦
璽
が
の
ぞ
く

-F
水
ぬ
る
怠
小
田郡
地

③ 

〈
ろ
う
教
育
の

歴
史
〉戦

後
や
っ
と
人
権
が

四
O
年
の
忍
苦
の
は
て

今
すみませんが‘ 自己紹介をお聞いします0

・・

今
年
も
、
東
京
に
ツ
バ
メ
が
帽
っ
て
聞
の
神
様
菅
原
道
車
位
歩
距
勺
た
揖

来
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
慌
れ
有
田
島
神
社
慢
で
の
縮
図
を
見
争
ま
岳
、

月
五
白
は
晴
間
〈
二
十
四
日
の
一
つ
)
。
入
試
合
岨
祈
願
、
由
暗
晶
礼
の
位
扇
の

摘
神
間
閣
の
酎
可
乙
の
閣
に
な
る
と
酬
に
不
合
格
の
う
ら
み
を
曹
い
た
睦
属

鉱
木
万
象
が
潤
鮮
に
な
る
か
烏
~
と
い
が
華
叫
小
院
や
映
山
白
「
お
耳
主

1
い
よ
い
よ
曹
の
肪
れ
亨
説
の
別
れ
の
崩
」
2
2
4
情
開
は
さ

卜
同
町
〈
軍
用
)
の
不
忍
拙
の
ポ
l
ト
ら
さ
ら
な
く
、
人
生
白
吾
参
薪
る
畳
融

自
数
も
口
増
し

ι一ふ
え
て
、
帽
を
く
ぐ
畳
申
上
可
栴
娃
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
に

り
拙
け
る
水
の
宵
も
や
わ
ら
か
い
糸
映
さ
‘
忘
れ
ら
一
れ
た
よ
吉
に
散
っ
て
い

申
よ
う
に
固
い
暗
に
芽
ぷ
い
た
棚
也
宥
る
.
石
川
耳
目
脇
で
、
情
い
っ
ぱ
い
ト
映
己

実
が
曹
暗
に
キ
今
リ
c

う
と
し
品
f
B
/
ポ
ポ
も
踏
み
し
だ
か
れ

今
を
さ
か
り
白
鰐
揺
は
、
時
折
.
ず
T

|。

抽
と
た
わ
む
れ
る
親
子
の
岡
に
出
証
色
ぜ
め
て
も
の
厚
み
時
、
揖
内
の
雷
実

の
花
ジ
り
を
散
ら
す
。
ピ
ん
の
一
自
問
、
の
円
弱
品
買
っ
た
ヨ
モ
ギ
ダ
ン
ゴ
か
け

斑
京
に
も
容
は
差
別
す
る
己
と
な
〈
ゃ
い
っ
ぱ
い
曹
の
芭
り
を
謹
ん
で
き
τ
，、

っ

て

県

有

れ

た

こ

と

か

。

人
聞
の
曹
は
l
昭
事
己
も
と
も
。
品
干

私の名前は今井です。よろし く。

名前u 今

許

よろし<. 

同

E 
~・、 b

合相指礼替りに琴た援曜の蘭lま明るい.
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酬
'
輸
入
は
燃
料
が
四
↓
%
、
食
料
が
-
外
の
市
場
で
日
本
製
品
レ
し
温
h
r
上
げ
プ
ラ
ン
ト
輸
出
画
屈
は
、
申
盟
慎
白

川

校

一一一%、

農

震

が

六

%

品

留

を

る

号

車

が

委

す

る

こ

と

需

に

な

る

と

一
宅
一
一
霊
芝

山

h

d

苛

鴎

岨
の
ほ
い
非
γ
車
星
空
ハ

C
mに
は
避
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
・

え
る
閣
内
メ
ー
カ
ー

に

仕

事

提

供

山

川

4理
問

も
お
よ
ん
ぜ
い
ま
す
。
外
閣
の
豪
相
手
国
延
号
、
富
ん
で
日
本
ず
る
己
と
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
に

酬

川

A
活
飢
明
白
L
J

掛
か
ら
み
る
と

「u
t
a
は

、

自

国

に

か

ら

の

プ

ラ

ン

ト

砂

壁

け

入

れ

τ

〈

沢

山

田

自

ぶ

句

メ

ー

カ

ー

が

、

そ

れ

山

川

4紬
は

自

主

主

入

れ

ず

尺

「

葉

れ

る

闘

に

え

え

輸

出

し

て

聾

ぞ

れ

翠

E自
に

契

約

一

喜

び

山

川

器

製

品

の

輸

出

に

ば

か

り

力

を

入

れ

て

李

主

主

う

己

と

が

必

要

で

し

先

方

の

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

掴

一

定

川

，
 

酬・'

‘

い
る
」
と
眠
る
の
古
し

ιえ
よ

う

。

世

っ

て

融

醐
や

師

品

を

納

入

し

た

り

川

川

百

本

は

盟

を

輸
出
す
る
の
で
そ
ん
な
中
で
、
自
主
協
出
し
壁
画
往
は
昨
卑
中
に
約
三
兆
八
据
え
付
け
た
り
す
る
E
と
は
現
時
間

州

酬
な
〈
、
γ
淘
苧
待
っ
て
き
て
、
わ
れ

て
喜
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

酬
わ
れ
に
職
望
号
え
て
ぜ
い
」

γ
恵

袋

聞
一

式

ま

忘

る

E
旨

5
・

7
除

h

、

川

酬
が
曹
摘
し
、
ア
メ
リ
カ
掛
金
も
J剛

プ
ラ
ン
ト
輸
出
に
は
、
や
が
ず
白

:

!

一
と
ア
メ
リ
カ
の
田
富
豪
骨
粗
出
す
る
プ
ラ
ン
ト
輸
出
手
。

岡

県

栄

を

分

ち

合

う

…

川

入

申

侵

害

注

進
す
る
立
法
季
語
出
し
盗
警
告
し
た

プ

ラ

ン

ト

輸

出

雄

進

酬

剛

健

高

酎
し
胎
め
ま
し
だ

製
索

、

日

童

話

お

話

事

‘

品

開

守

E

t

-

-

、

1

川

州
わ
が
同
の
貿
耳
同

一昨
年
ま
で
で
暗
合
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
っ
た

川
白
書
量
器
官
一
転
し
τ
昨
心
配
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
口
五
基
同
省
二
十
世
ヲ
)
也
プ
ラ

置
と

し

て

不

可

能

で

し

ょ

う

.

山

川
在
、
一
千
百
六
櫨
J
の
輸
入
に
剖
ら
プ
ラ
ン
ト
高

出
し
な
〈
て
も
柑

ン
ト
輸
出
面
臨
ま
と
め
上
げ

t
盤

面

語

、
翠

園

と

の

型

的

川

川
し
て

一
千
二
平
幅
J
O輸
出

重

引

事

協

定

準

実

現

編

入

合

己

自

己

ιか
ら
「
プ
ラ
ン
ト
輸

延
べ
払
い
の
条
件
で
あ
っ
E、
園
た
ん
な
る
利
草
案
何
げ
で
は
と
す
貿
易
毒
闘
が
妻
君
主
川

川

主
士
ハ
舎
の
輸
入
量

に
な
勺
し
た
り
将
来
的
伝
白
酎
皇
室

出
悼
大
商
社
宮

つ
留
ま
は
か
内
匂
メ
ー
カ
ー
に
は
枠
重
量
に
支
E
大
き
な
プ
ラ
ン
ト
輸
出
に
は
取
合
7

つ
た
め
に
〆
内
外
の
新
先
に
富

山

酬
て
い
ま
す
。

聞
晶
す
る
乙
と
に
な
る
壬
し
よ
う
。
り
だ
」

f正
予
筋
趨
い
の
考
え
方
苦
闘
霊
た
さ
な
い
よ
う
な
条
件
ポ
義
組
め
な
い
の
で
す
。
新
入
社
圃
が
酔
ん
で
も
や
っ
一た
め
ザ
世
界
日
泊
ま

川

酬
そ
れ
な
の
に
、
各
国
鹿
費
の
白
だ
と
す
れ
ば
、
日
本
主
プ
ラ
ン
し
、
輔
副
融
資
宝
に
つ
い
て
も
大
事
し
、
五
軍
事
十
年
あ
る
い
等
即
位
闘
に
な
旬
、
あ
る
い
接
函
に
れ
な
い
星
寺
と
い
う
使
命
串
に

酬

川
本
商
品
戸
摘
す
る
霊

長

忍

相

ト

書

出
し
容
器
保
枯
し
、
暗

商
社
ば
か
り
が
思
思
量
す
る
の
で

れ
以
上
町
長
留
民
た
っ
て
事
弘
畠
ま
で
か
か
っ
t
E
園
田
費
支
え
ら
れ
て
ζ
そ
、
商
社
マ
ン
は
世
剛

川
E
E
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

聖
書
し
、
E
5
暗
置
に
も
は
な
い
か
?
と
い
-
員
一
解
毒
つ
む
国
古
代
書
面
阻
す
き
と
の
不
丘
寄
付
け
、
そ
れ
を
凶
阻
し
喜
界
量
け
め
ぐ
っ
て
い
る
の
手
.

川

川
日
ぶ
の
輸
出
、
ぜ
骨
子
べ
て
を
回
し
t
草
案
り
さ
事
に

Zあ
2

う

手
。

事
危
険
を
肩
代
わ
り
す
る
乙
と
に
が
襲
警
の
能
力
主
揮
す
る
か
(
日
査

明

商
社

貫
一幸
聞
ベ
)

山

川
が
T
薬
草
守
宮
の
に
加
を
、
も
串
力
す
る
乙
と
に
す
れ
尚
子
届
し
か
し
、
臨
合
商
社
主

色

る

な

り

手

.

5

か

に

ま

で

置

号

白

う

の

で

酬

附
霊
Z--一
Z
Ez--ES--喜
一-Ez--
z=32EEE---
-z一-一軍EEz--2-ZEEz--E一
--Z
Z
ZE
--=童三
一==
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電話番号を調4 るムタ"yイヤルするムダ・、相手待

ちするムダ1かけ追いのムダー 世話には目に見え
ないムダがあり£す.タ・イヤノレミスは仕事の能率を

下げるばかりでな仁電話料金のムタ.使いです.

NEC日本唯れの自動ダイヤル3安置〈ユ-yイヤ片〉

なら、ボタンiJ'，って間違いなく相Tにつながります』
通信経費の節減主能車両上にご活用ください.

・30本-210本の電話審毎4伝記憶します
0'1<陪器をもたずに多量慣できSす.

・スピカ 拡声で帽手が確肥できます。

・ 16~f子までの国貯ダイヤル即時過括にも世えます.

. ilI!.s持育がて ~:""(n普端子付与l.

NEC 

電 話 業 務のムダを省き、能率 向上に 〈ユーダイヤル〉が お役 に立ちます。

お問合せは:宅内懐器事償却TEL(OJ)45J.S511(大代劇

毎日の暮らしに必要な稲だけは、普通預金に

預けておいて.残ったお金は総合口座の定期預

金にじてお("oまkまった資金づ〈りの手がかり

ができます。コースli2年・1年・6ヵ月"、ろいろ.

思わぬ出費が生まれたら〈協和〉の自量減量資で

総合口1査にお預11の定期預金のS続車の90%，

最高100万円まで自動的に借りられますLいま通

帳の中で迷っているお金は、いずというtきにも

役に立つ総合口座の定期預金にしておきましょ

う.ふだんの暮らしtこ弾力がつきます。

使いながち貯めて二貯めながら使う。

EZ将軍司・12【，))，-出i紅主ヨ

らくらく電話

日本電気株式会社

ふだんの暮らしに役だっ

使いニなしたL¥定期です。

通帳のなかで迷づCし、るお金、
定期にじCゆとりをつけましょう。

GB協和銀行

上
で
乾
燥
・
下
で
洗
濯

右
り
、
れ
る
〈
世皆、

轟
萌
制
へ
の
浬
蜘
が
、
合
宿
ろ
う
あ
手

世
韓
両
遮
箇
沙
先
頭
に
、
町
長
、
開
両

者
、
語
、
室
生
、
そ
し
て
筆
に

い
た
る
ま
モ
が
加
わ
っ
て
、
園
高
酬
に

述
し
、
占
九
四
八
庫

(阻二十一一
一一〉
、

不
三
刷
信
ふ
る
晶
輯
融
育
制
が
曹

司
惜
業
組
串
や
、
障
害
者
9
初
め
か
ら

欠
陥
者
仙
闘
い
し
て
い
る
な
ど
批
判
さ
れ

る
べ
き
由
も
多
い
が
、
モ
己
者
初
出
て

日
恋
人
シ
γ
レ
て
の
人
柑
が
認
め
ら
れ
.

ま
た
士
最
善
と
し
て
と
白
堅
固
に
律
喜

τ
行
く
乙
と
を
降
臨
す
る
車
院
で
、
画

期
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
っ
勾

@ SANYO  
李

節

・
お
天
気
に
関
係
な
〈
、
い
つ
で
も
一
フ
ク
ラ
ク
お
洗
た
〈
で
き
る
、

ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
u
y
l。
弘
、
の
束
、
い
日
平
吋
の

u.
いい
e
す

時

間

を

与
え
る
と
お
洗
た
〈
す
る
の
が
"
お
っ
，
，
、
ミ
フ
ゼ
と
い
わ
れ
る

お
客
さ
ま
に

。
ま
た
、
マ
ン
シ

ョ
ン
や
川
地

0
ま
い

の
応
、

共
働
き
の
ご
家
庭
に
も
ピ
ッ
タ
リ
の
商
品
で
す
。

大
型
全
自
動
洗
た
く
揖
と
衣
類
乾
燥
機

(ホワ
イ
ト
ア
l
そ
ぷ
ド
〕

「一寸

3tた〈時間、電買代を約半伽二した
士型全自劃スピーディ ヱューミセス。

全
自
動
洗
た
く
機
と
衣
類
乾
爆
機

(畠

せ汁価格115.000円
{衣腕規制度叫周スタ刈 枇〈劃

| 衣類乾燥犠岬相即

CD-642LA ア'-~;.-t ， :~43，OOO円

| 専凋スタンド | 

SDS-501Aド引 :~ 12 ，OOO円

L1二O同大型企自働法た〈被 l 
ASW.・650A 下吃ト :~ 60.o00円

・持シ~;.，.，伊 20句、川町l~ 40合τ防頒・園弘
トヲム弐・安全情"..a<~" (ム キ湖惨ヒータ
Ii"' .'ド守ア主制つ F・使."量"句・~民、 柳
本ヶ，トヲ，・噌て;J'.J "~d1) 3苛司E・ 4ト〈ず"・

.，~ê t.. '" ftr ，，:I'・ f 例Tt~ 聖水11~" 

a、.・木.J隆副E・"、住..・JO句
_i!'"ト外現住寸 L ・・6・1、.叶t':.fM)・~I'J~

・"'ト隠軍量 “匂

イヤな糸〈ずを見事にとる。

全自動標準タイプとコンビで

セγト価格110.000円
(衣刻・rt1tiln軍用スタンド+Jttで<'"j

l 衣類乾燥機 a柑.，加

CD-642LGグリーンl!!43，OOO円

~--， I Jt..~ l 専凋スタンド l 

SDS-500G夕日24抱 .000円

| 全自動洗たく犠 i 
ASW-540G<州-;.-'1:55.000円
・サノメつ不備 20健巳勺劃" .白骨τ炉緑・図仇

トラム弐 ・安全色 γ高〈書 ~L 弘、与喝体ヒータ-

';1II . tt・アミ."・・1・..・ 10~ .使・も掬

ボケ"っ'0"、すす~.IIt*~ド"・I) l~<< 、.
フリーセレクターっ，・イヤ也糸Fず... 糸《ずと

町週陸軍・ホ量3除院E・ミゾヲ"眠'0ホ咽・...ー《

脱税..Z5~
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客
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E
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訟
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れ
ノ
主
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h
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p
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t
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訓
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引
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わ
次

ー
外
出
に
は
カ
ギ
を

「l
i

l
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-

警
察
庁

輔
封
白
且
く
な
る
帝
先
は
、
申
喜
剛
山
手
し
い
円
嗣
り
の
助
行
を

に
よ
る
被
胃
が
目
立
つ
ず
轟
く
な
っ
て
O
ち
ょ
っ
と
の
外
出
で
も
4
9
L
戸
輔

さ

ま

す

。

り

を

し

、

暗

証

γ

前
日
嗣
守
を
た
の
み
、

書
事
庁
の
亮
表
に
よ
る
と
、
一

昨
庫
聞
ら
な
い
人
を
見
か
け
や
f
J
岬
は

「ひ
と

金
書
君
臨
乙
っ
た
耐
出
血
E
担
は
.
二
声
」
か
け
τ
用
件
秒
偉
め
、
地
埴
ぐ
る

三
万
六
、
六
四
八
件

(
令
刑
法
犯
の
八
み
の
町
担
哲
也

五
%
)
と
い
う
こ
と
で
す
そ
り
中
白
J
出
入
U
の
主
院
は
、
シ
リ
ン
ダ
ー

約
て
剛
(
-
一
一
川
氏
}
古
一
八
円
〉
が
正
栢
蛇
な
E
性
惜
の
出
い
も
の
老
正
し

世
永
匝
。
ゑ
円
別
に
み
る
ル
温
十
世
が
空
〈
と
り
つ
け
τ

き
蝿
ね
ら
い
明
、
世
寓
組
曲
は
な
ん
と
問
問
躍
な
ど
ム
聞
の
ド
ア
に
不
通

九
点
帽
一
弓
匂

、
庁
円
に
も
の
ぼ
っ

wsな
綻
削
を
と
り
つ
け
て
い
る
と
乙
ろ

て

い

ま

す

は

、

以

自

に

性

能

の

良

い

も

の

に

再

三

へ

あ
主
唱
ね
ら
い
は
.
軍
人
が
慣
駒
な
ガ
1
ド
プ
レ
ー
ト
も
う
げ
ま
し
ょ
う
。

ど
で
蚕
h
h
閉
守
に
す
る
午
健
一
A

時
か
ら
コ
補
助
躍
を
つ
け
、
ワ
ン
ド
ア
・
ツ

四
時
の
間
が
聞
も
多
く
、
恒
人
口
は
玄
l
ロ
プ
ク
に
"

閥
、
埼
警
'
U
の
順
.
己
r
フ
し
き

J

新
刷
、
牛
乳
ビ
ン
戸
主
っ
て
い

仰
の
半
世
は
、
ヵ
ギ
白
か
げ
忘
れ
、
担
る
の
は
、
田
守
を
曲
ら
せ
て
い
る
ド
会
ノ

詑
品
聞
の
な
い
と
E
ろ
H
Z
害
古
す
な
も
の
の
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日
以
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守
「
ず
る
ル
吾
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罰
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に
入
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円
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崩
わ
る
か
、
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に
片

庁
で
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世
曹
秒
呆
酷
に
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ぐ
た
め
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駅
ず
臼
を
た
の
み
ま
し
ふ
う
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の
こ
と
秒
呼
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か
け
て
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ま
す

*
両
陣
、
写
に
か
見
守
、
声
と
埼

市
民
京
町
田
市
に
あ
る
延
命
院
の
黒
一
車
昨
γ
£
な
り
ま
す
一
般
的
伝
宜
野
惜
の
古
典
は
「
岬
霊

酎
且
草
住
職
は
、
弾
融
、
也
事
な
ど
の
一
前
名
古
と
主
上
ハ
万
円
抽
日
朝
差
(
削
一
附
」
浩
賢
即
時
は
「
'
担
問
」
と
す
る

仏
邸
に
聞
す
る
隅
軒
帽
揖
歩
待
っ
て
い
一
内
と
近
却
な
ど
)
、
工
守
の
鼎
式
、
お
胡
一
E
と
に
本
勺
て
い
孝
す

ま
す
「
誌
を
た
う
と
い
人
が
一
さ
ん
の
君
主
程
苦
手
川
祭
出
一
古
事
事
位
置
は
ま
っ
て
い
る

多
す
E
」
主
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ね
て
こ
安
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引
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ま
す
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れ
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ま
一
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輯
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H
電
通
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古
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知
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一
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る
か
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所
事
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向
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事
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ら
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〈
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直
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間
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に
韓
一

一
ふ
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の
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方
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と
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‘
地
方
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よ
司

式
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を
宮
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互
に
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が
わ
か
一

A
，

竜

一
て
は
主
醐
に
量
〈
と
己
ろ
さ
え
あ
り
ま

一ら
ず
困
る
乙
と
か
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い
よ
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で
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v
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副
引

u
u
x
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の
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に
団
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の
街
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町
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市
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の
帽
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仏
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す
。

一

~

3

l

止

し

一
ゃ
い
先
回
の
は
炉
が
入
っ
て
い
る
の
で

噛

【望

書

君

主

主

一

す

た

-こ

す

ら

f，
い
る
人
に
封

3

U
む
〉
】

一

、
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t
h
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ふ
つ
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使
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万
円
か
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了
三
万
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〈
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一
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る
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ぜ
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舎
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方
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要
十
万
円
一

陽

、

っ

1

4

一

ん

を

生

菜
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住

吉
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ら
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と
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っ
た
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ほ
百
万
一
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一
う
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と
い
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系
在
っ
た

花

は

尚

一

己

一
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朝
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己

乙

だ

と
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に
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量
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え
手
も
い
い
町
一
で
す
が
神
土
理
主
主
E
の
問
岨
は
古
い
草
制
度

2最
一
千
回
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で
す
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た
だ
、
己
こ
は
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一

で
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え
て
も
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と
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う
方
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も
則

一
躍
い
ま
τ
九
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一
で
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か
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な
己
と
に
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わ
る
一
回
目
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今
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け
れ
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事
の
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の
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宮
崎
需
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揮
の
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れ
な
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う
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が
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ま
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に
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嫌
ね
て
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て
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に
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お
骨
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る
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で
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が
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。
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す
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で
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千
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仲
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仏
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揖
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の
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な
る
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A
て
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〈
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岨
日
以
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一
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よ
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の
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に
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ま
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仁
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京
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時
苦
宗
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.
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寺
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仏
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.
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あ
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ぽ
由
花
前
閣
の
ぞ
か
主
虚

幸
。
τ
♀
産
を
し
辛
フ
蝿
巴
九
吋
闘
を
畏
ま
り
さ
ぜ
た
幸
長
一
む
と
来
τ
ぺ
れ
ま
す
.
事
、
に
怠
け
れ

せ
て
い
ま
す
・
野
墨
書
軒
、
た
ん
ほ
時
間
で
て
旧
い
竹
何
轟
く
た
た
い
て
用
す
る
と
、
阻
い
込
み
が
耳
く
モ
1
占

一
時
議
手
七
過
ろ
か
向
い
伝
教
な
自
で

ぽ
議
会
食
卓
に
も
君
!
昧
は
ち
ホ
コ
リ
蓄
と
し
、
や
わ
ゑ
い
プ
う
一
!
の
舟
命
が
恒
か
く
な
る
ば
か
り
で
な
一
畳
し
っ
か
え
は
な
い
。
多
少
作
法
な
ど

ょ
っ
長
時
が
あ
る
の
有
車
も
花
も

j
司
て
い
ね
い
に
ブ
ラ
シ
を
し
、
嗣
え
翠
電
力
主
く
な
り
ま
す
.
乙

一
は
通
い
ま
す
が
@

さ
っ
》
窃
宍

-了=一
時
間
境
水
に
布
の
カ
パ

I
eす
っ
ぽ
り
か
け
て
、
置
ま
め
に
ゴ
ミ
草
丈
手
入
れ
を
し
て
一

隅
醐
住
職
さ
ん
は
択
の
辛
う
に
括
し

さ
ら
し
て
あ
〈
管
官
、
話
語
…

driz--三
日
:i
j
f
i
H
層
雪

一
て
い
ま
す
。

酢

、

書

簡

古

い

S

t

g
-
お

h

生

活

メ

宅

"

会

主
ネ
干

台
所
宇
み
に
評
自
一
「い
塁
り
華
社
福
み
4
6
と
且

ひ
た
し
ゃ
争
え
吻
醐
げ
も
の
や
汁
の
冗
Z

H

J44
JZ

O

2ZH41h一訴

か
か
っ
主
主
宰
が
転
が
っ
て
い
ま
ぜ
一
い
が
け
ず
晶
く
つ
く
己
と
が
あ
り
ま
す
a

型
と
し
τ
も
畢
し
め
ま
す
。
VE
ミ
ン
目
白
少
な
い
園
通
し
白
ょ
い
と
己
ろ
ん
か
a
コ
ヅ
プ
、テ
ィ
ー
カ
ァ
プ
事
」、
一
指
布
施
に
つ
い
て
も
し
か
り
で
て
+〈

R

C

E

芸

品

質

も

奏

。
ま

に

。
防
虫
削
は
臣
家
れ
な
い
辛
フ
に
や
や
誌
の
開
に
主
ネ
ギ
を
入
内
相
一
切
な
の
は
故
人
に
心
を
乙
め
て
法
曹
す

た
意
と
し
τ
は
、
た
'
命
慢
の
開
花
入
れ
、
六
円

L角
に
は
特
じ
虫
曹
に

一読

奔

ゆったり淀って、ゆったり脱水。

決た〈援は使いなれた2槽式。

せ汁価格99.000円
{衣積蛇鰻楓+専属スタンド+itt:(鍵}

| 衣額乾埠種山泊IOOY)

CD・642LA(7-叫、:~ 43.000円

| 専用スタンド l 

SDS-700A<ドモバ::;:20.000円

| 2稽式洗た〈機 i 
SW-840A<ア'-t;.-刊:~36 ，OOO円
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一卸
一四

一『
』
一山

一手
一蹴

-b
ム
一
眼

一
て

一明

一
つ

一却

一使
一世

一に
一十

一手
一

一上
一ます.
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5年 3月 80日〈日曜日〉

ひ
き
肉
巻
き

卯
の

陀P、

P 
F 
F 

l揖三極圏唖物認可第 699号

パ
ン
聞
は
牛
乳
を
mp
え
て
し
め
ら
ぜ

て
お
く
・
T
Z肉
に
γ
ぷ
ネ
ギ

O
Tえ
切
り

と
、
介
苫
ほ
ぐ
し
晶
如
、
牛
乳
官
し
め

ら
ぜ
お

fA
ン
聞
を
館
ぜ
、
塩
、
コ
シ
ョ

ウ
歩
入
れ
、
ね
ば
り
が
出
る
ま
で
十
分

に
か
発
基
ぜ
る
。

ま
な
信
の
上

r
A韮
予
を
雌
阜
、
か

?
と
位
っ
た
血
れ
ぷ
幸
九
を
白
司
酬

の
ひ
き
肉

9
7リ
雪

の

ε匝
官
つ

に
の
戸
伝
げ
る

ゆ
で
柿
に
小
麦
附
渉
主
ぷ
L.
ひ
き

肉
の
中
心
に
置
〈
岡
聞
か
ら
魯
耳
す

を
雪
昆
げ
、

2n匂
向
判
必
で
耐
を
包

み
.
ふ
盆
瓦

φ
上
か
ら
ひ
も
壱
峨
奇

そ
れ
義
で
姦
し
暗
に
人
れ
、

凶

sm品
川
間
関
す
。

高
し
あ
が
っ
た
や

teん
を
取
り
、

フ
ラ
イ
パ
ン
に
曲
秒
綜
し
た
申
書
ち

が
し
な
が
ら
醜
〈
.
家
園
戸
海
古
色
が

つ
い
た
争
三
リ
1
掴
ま
は
証
上

げ
る2
巧
ほ
ど
の
庫
さ
に
切
勺
て
皿
「
盛

り
、
ポ
テ
ト
す
フ
ダ
、
レ
タ
ス
な
μ
宅

邑
ど
り
9
添
え
る
.

反
対
に
暗
い
な
C
Mは
、
お
も
ち
ゃ

の
C
M
可
「
寓
鞠
畠
事
つ
」
安
協
同

大
広
田
へ
の
非
蝿
が
多
か
勺
称
、

テ
レ
ビ
の
C
M
ぞ
臨
て
、

-
b
も
た

ち
は
、
町
%
が
「
自
分
も
称
レ
い
と
忠

っ
た
」
と
反
厄
芋
市
ぜ
る
が
‘
「
C
M

歩
五
て
酷
し
か
っ

P戸
ほ
」
〔
num)

ル

E
gえ
て
お
り
.
安
婦
に
お
」
る
か

ら
聞
い
与
え

τや
る
白
は
'
j
A
も
の
.

「闘
っ
て

b
り
え
な
い
の
時
わ
か

勺
て
る
か
ら
、
称
し
い
な
と
凪

2
T志

帆
ま
な
い
」
と
、

現
四
ー
い
を
暗
し
あ
き

ら
め
て
し
辛
苦
。
品
如
、
現
と
し

τ

も

芦

E
に
眠
草
不
満
が
輔
ら
ぬ
よ
う

に、

C
M
に
同
す
る
批
判
力
を
つ
け
さ

ぜ
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

t
は
。

ガ
l
シ
ュ
が
、
ハ
ロ
ル
ド
ク
レ
、

ズ
の
自
信
一
風
と
の
鴨
争
」

9
Eと日

画
下
し
た
も
の
。

一
九
六
九
年
+
角
に
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
の
プ
1
ス
ど
/
タ
ー
で
甫
を
開
げ
、

-
勾
削
の

uン
グ
ラ
ン
事
姦
し
た

ν

γ
ト
作
品
だ

H
A
tは
‘
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
背
圃

ン
リ
i
ズ
の
第
-
弾
と
し
て
、
「
シ
ョ

ガ
ー
ル
」
「
お
か
し
な
ニ
人
」
四
園

田
画
一
回
が
晶
出
し
、
出
回
な
ら
事
ほ

の
ι
フ
7
・
ゴ
メ
デ
4

ー
に
な
っ
て
い

る。
史
的
刷
台
駅
、
問
問
問
閥
均
陥
二
、

汗
曲
・

=
末
た
か
L.
劫
県
八
幡
省

高
揖
白
監
岨
置
市
醐
慣
埼

四
月
三
円
4
3
4

干
ョ

日
(
九

U
休
@

ま

t
車両
m
E
蝿
亜
の
「
博
品
館
」

時
間
半
日
也
九
時
一

t+分
。
土
・

日
一
時
守
ト
H
-

料
金
・
一
一
て
「
吋

幸
め
と
、
小
学
生
の

E
fを
rd手
品

躍
を
聴
け
て
い
る
次
(
情
薗
千
恵
ナ
)

の
曹
に
、
曹
の
嵐
白
賀
市
を
か
り
に

華
街
(
高
会
層
圏
〕
が
い
セ
直
に
両

び
た
ず
ね
て
杢
』
岡
崎
そ
の
家
で
事

す
よ
T

つ
に
な
る
少
年
は
別
に
、
父
を

睡
じ
、
タ
は
令
守
ま
し
さ
秒
議
じ
る
。

北
再
迫
の
同
軍
の
悟
り
か
わ
り
参
詣
い

な
が
ら
.
一二
説
引
の
置
が
展
開
さ
れ
て
い

く
、
日
本
間
の
シ
ェ

1
ン
」
と
い
う

と
己
ろ
か

は
る
か
な
る
山
の
呼
び
出
に
ね
む

る
北
闘
の
否
悲
し
〈
耐
い
空
ひ

と
り
行
〈
臓
の
且
の
持
た
幸
&
し

ず
む
こ

ιろ
に
哩
い
出
の
損
も
り

惜
薗
千
雌
チ
の
通
明
官
、
の
び
や
か

な

理

由

毒

関

舶

な

く

、

警

も
の
を
且
人
平
H
粛
の
中
へ
属

3
ど

れ
る
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
し
+
海
、
己
白

阻
q
B
L
Y
V
静
め
て
く
れ
る
劫
県
が
あ

り
.
摘
揖
削
的
世
割
も
あ
る
4
品
、

倍
貨
の
岩
田
置
が
U
本
人
の
肝
み
に
由
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
つ
コ

生命保険で個人年金。確かな支え。
ライフプランに合わせて選べる個人年金

生命保険の他人年金IJ..保険料、年金額はも

ちろん、年金をいつカ目ら受付取るカ~tれrμ 、

の期間i受け取るかまて:加入するあなたが自由

に選べます二つFの3つが斉レドtなるタイプで丸

@絡身年金

年金受取附1始後 I:: ::ι 

は. 生きている限':::~言E当日
り生i臣、年金が |

受け取れる. Es--
@保鉦期間っき終身年金

あ句かじめ逗めた保証期間中は生死にかカ・わ

らず年金が受け取 S

れ、 f~iHllI日l経過

1最も生きてt喝限り

年金カf受晴れる.EE--

@確定年金

あらかじめ定めた矧

伽l人年世は保険料の支払いJii去にb.民間1

1111にわたって41，t、込む「術立て噌パ、ill臓11

なEを利HIして tg払い込みにする「唱年払

い型」の品1:泊りがありまーに

取れる.

長くなった人生固もう一度青春を辺えません

か.老後は、すでに余生t呼ぷにはあまりに

kきな存在になっています.再び仕事にチャ

レンジする.患味に徹する。体を鍛える。拘束

を離れた自由な日々、漫然t過ごしてはもっ

1:いなきすぎます。 rどう切り抜けるかJの老後

から、いきいきと人生士主張する「第ての青春J

へ..fJ;らしの支えは生命保険の伽l人年金。公

的な年金制度に加えて、来たるべき老後の暮

らしをしっかりと戸fックアッ7". より実りj;l' 

日々を迎えるために、ぜひご椴討〈ださい。
減11'<融合社によって商品内容が実生りますの亡品し
れよ保障企村またはセールスマンにこ'相暗(/':~~'. 

生命保険協会記よtfお55M町 41
E ~目印厄|日，J己主ヨ

主
円

-日本人の平均余命(昭句幻削

ふ
Aω

'80いきいきオーノレドの時代へ

一一~、
心の底から、笑顔。全身の汗l立生きている証し。人生を、しっかりと自分のものにした充実感がここにある。Eっニい、もう一度青春た二

主望夕770吐主主
イ"，ラプ，"・~InのM働r，，，ヲラグビー +-J. o
入金賞伶"争ムれ岳川o~n J. 
現住 78歳t'.，.~L10fに 60ft-の初人~会~
約lω人の会UI:I'体Mごい.統合t-.LAt'¥る.


